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中
核
市
『
鳥
取
市
』

の
誕
生
ま
で

　
本
市
が
中
核
市
へ
移
行
す
る
に

は
、
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
後
期
に
は
、
中
核

市
移
行
に
向
け
た
準
備
状
況
に
つ

い
て
総
務
省
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受

け
ま
す
。
そ
の
後
、
市
議
会
で
の

中
核
市
指
定
申
出
の
議
決
を
経

て
、
県
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

市
長
か
ら
総
務
大
臣
に
中
核
市
指

定
の
申
出
を
行
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
こ
の
申
出
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
平
成
29
年
度
後
期
に

政
令
の
指
定
公
布
が
な
さ
れ
て
中

核
市
へ
の
移
行
が
決
ま
り
、
平
成

30
年
４
月
１
日
に
中
核
市
『
鳥
取

市
』
が
誕
生
し
ま
す
。

中核市「鳥取市」の誕生まで（見込み）

年度 内容

平成 28 年度
総務省ヒアリング
① 中核市指定申出について市議会に議案提出
② 市議会で中核市指定申出の議案を議決

平成 29 年度

③ 県知事に中核市指定の同意を申し入れ
④ 県知事が県議会に中核市指定の同意の議案提出
⑤ 県議会で中核市指定の同意について議決
⑥ 県知事から鳥取市への同意
⑦ 総務大臣へ中核市指定を求める申出
⑧ 政令立案（総務大臣）
　 中核市指定の閣議決定、政令公布

平成 30 年度 4 月　中核市「鳥取市」の誕生

鳥取市（市長） 鳥取市議会

鳥取県知事 鳥取県議会

国（総務大臣）
中核市の指定

（政令公布・施行）

① 申出について議案提出

② 申出について議決

③ 同意申し入れ

④ 同意について議案提出

⑤ 同意について議決

⑥ 同意

⑦ 指定を求める申出

⑧ 政令立案
　（総務大臣）

中核市の指定手続き

創
作
塩
鯖
料
理
に
舌
鼓

　
鯖
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
５
が
地
場
産
プ

ラ
ザ
わ
っ
た
い
な
で
行
わ
れ
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
炊
き
立
て
の
鳥
取
県
産
の
新

米
に
好
み
の
具
を
乗
せ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

塩
鯖
丼
づ
く
り
や
地
元
の
飲
食
店
が
考

案
し
た
創
作
塩
鯖
料
理
の
販
売
な
ど
が

あ
り
、
来
場
者
は
多
種
多
様
な
塩
鯖
料

理
を
食
べ
比
べ
。
脂
が
の
っ
た
鯖
を

活
か
し
た
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
鯖
の
串
焼
き
や
お
で

ん
な
ど
、
全
国
各
地
の
ご
当
地
料
理
も

来
場
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

賀
露
町
西
三
丁
目
地
内
／
９
月
20
日
（
日
）

箏
と
サ
ッ
ク
ス
の
コ
ラ
ボ

　
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
名
月
を
観
賞

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
中
秋
の
名
月
と
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の
夕
べ
」
が
美
保

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
13
回

目
と
な
る
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
集

ま
っ
た
地
区
住
民
は
、
南
中
学
校
吹

奏
楽
部
や
箏
教
室
の
児
童
、
サ
ッ
ク
ス

奏
者
が
奏
で
る
美
し
い
音
色
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏
の

合
間
に
は
無
料
で
い
も
煮
が
振
る
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
熱
々
の
い
も
煮
を
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
な
し（
梨
）キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、街
頭
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

サ
ン
ド
パ
ル
と
っ
と
り
前
の
県
道
で
、

鳥
取
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
福
部
地

区
会
員
と
鳥
取
警
察
署
員
な
ど
約
20
名

が
福
部
町
特
産
の
二
十
世
紀
梨
と
交
通

安
全
啓
発
物
品
の
入
っ
た
袋
を
手
渡

し
な
が
ら
、『
交
通
事
故
な
し（
梨
）』

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
９
月
30
日
は
交

通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
日
。
鳥
取
砂

丘
を
訪
れ
た
観
光
客
や
通
行
車
両
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
交
通
安
全
へ
の

更
な
る
意
識
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

福
部
町
湯
山
地
内
／
９
月
30
日
（
水
）

吉
成
二
丁
目
地
内
／
10
月
３
日
（
土
）

鹿
野
ど
じ
ょ
う
に
舌
鼓

　「
鹿
野
で
ど
じ
ょ
う
を
名
物
に
し
よ

う
」
と
今
年
６
月
か
ら
ど
じ
ょ
う
の
養

殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
鹿
野
Ｄ
Ｊ（
ど

じ
ょ
う
）生
産
組
合（
永な

が
も
と本
實ま

こ
と

会
長
）

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
鹿
野
ど
じ
ょ
う

試
食
会
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
飲
食
店

や
地
元
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
試
食
会
で
は
、
鹿
野
ど
じ
ょ

う
を
使
っ
た
ど
じ
ょ
う
汁
や
か
ら
揚

げ
、
柳
川
鍋
が
提
供
さ
れ
、
参
加
者
か

ら
は
「
泥
臭
さ
が
な
く
、
子
ど
も
に
も

食
べ
さ
せ
た
い
」「
か
ら
揚
げ
が
お
い

し
か
っ
た
」と
大
好
評
で
し
た
。

鹿
野
町
今
市
地
内
／
10
月
８
日
（
木
）

高
校
生
が
駅
清
掃
活
動
に
参
加

　
青
谷
高
校
野
球
部
11
人
と
生
徒
会
12

人
が
、
青
谷
駅
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
青
少
年

育
成
青
谷
町
地
区
協
議
会
」
の
呼
び
か

け
で
行
っ
た
も
の
で
、
更
生
保
護
女

性
会
と
協
力
し
て
駅
舎
の
窓
ふ
き
、
植

栽
の
手
入
れ
、
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、

跨
線
橋
や
ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
を
１
時

間
か
け
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
生

徒
た
ち
は
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
毎
日
利
用
す

る
駅
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
、
う
れ

し
そ
う
な
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

青
谷
町
青
谷
地
内
／
10
月
７
日
（
水
）

ふ
る
さ
と
祭
り 

に
ぎ
わ
う

　
第
33
回
佐
治
ふ
る
さ
と
祭
り
が
開
か

れ
、
会
場
と
な
っ
た
佐
治
町
総
合
支

所
周
辺
で
は
、
佐
治
名
物
の
ト
チ
餅
の

販
売
や
イ
ノ
シ
シ
汁
が
無
料
で
振
る
舞

わ
れ
る
な
ど
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
佐
治
記
念
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
今
年
の
注
目
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
、
豊ほ

う
ら
い
や

来
家
光こ

う
き輝
さ
ん
の
太
神
楽
の

曲
芸
！
　
演
者
が
和
傘
の
上
で
物
を
回

す
技
や
、
茶
わ
ん
を
竿
の
上
に
高
く
積

み
上
げ
て
い
く
曲
芸
技
を
決
め
る
と
、

会
場
か
ら
は
歓
声
と
拍
手
が
上
が
り
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

佐
治
町
加
瀬
木
地
内
／
10
月
４
日
（
日
）


